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チーフコミッセール 倉⽥ 達樹 
 

1. ポイントレースとスクラッチの専⽤ゼッケン使⽤とフレーム・プレート取付けについて 
⼤会受付時に配布するゼッケンとは別に、ポイントレースでは、専⽤ゼッケン（プログラムのポイントレース⾴と
スクラッチ⾴に記載のゼッケン番号）を使⽤します。予選，決勝の各レース招集時に配布しますので、各レ
ース参加選⼿は、間違い無いように付けるようにして下さい。また、フレーム・プレートを配布するので、フレー
ム前⽅の左右中央（中央が無理なら左側）にテープ等で取り付けて下さい。 
 

2. タイム計測種⽬の計時について 
本⼤会では、タイム計測種⽬の計時に電⼦計時を使⽤します。各⾃出⾛順になりましたら、速やかに各⾃
のペダル位置を合わせて、発⾛担当の役員へ⾃転⾞を渡して下さい。また、ウォーミングアップ，クールダウン
の⾛⾏は、内側の練習⽤⾛路のみとします。 
 

3. レース出場選⼿の協⼒義務について 
次の⾛者は、前のレース終了までには、スタート地点付近にて待機するようにして下さい。著しく遅れた選⼿，
他の選⼿と同時にスタート位置に付けない選⼿は、レースから除外します。 
 

4. フィールド内への⽴⼊り⼈数について 
タイム系種⽬でフィールド内より指⽰を与えられるのは、１チーム１名のみとしますので、役員の指⽰に従っ
て下さい。但し、競⾛系種⽬においては、代輪・代⾞を持ち込む等の、⽴⼊り⼈員の増員を認めますが、⾛
路の⾒通しを確保するためフィールド内での待機中は座る様に、また、声を出しての応援はしないで下さい。 
 

5. 招集・バイクチェックについて 
招集は全種⽬の最初のラウンドのみで⾏い、この招集はチーム員等代理の者でも可とします。バイクチェック
は全ての種⽬の全てのラウンドで⾏います。選⼿本⼈が⾛る姿(ユニフォーム・ゼッケン・ヘルメット着⽤、⾃転
⾞持参)で出⾛の１５分前までに参集下さい。バイクチェック後にポジションの変更、トラック外への⾃転⾞の
持ち出しは認められません。また、ポイントレースの代⾞についてもバイクチェックが必要です。 
 

6. ゼッケンの付け⽅について 
ゼッケンを付ける際の安全ピン、フレーム・プレート(ポイントレー
ス)をつける際の結束バンド等の資材は、各⾃で⽤意してくださ
い。 
ゼッケンの各種⽬における取付位置は右図の通りとします。乗 
⾞した姿勢で、出来るだけシワがよらない様に装着して下さい。 
※ボディーナンバー、フレーム・プレートの紛失⼜は、⼤会終了
時に返却できない場合、1 枚 1,000 円のペナルティーを科しま
す。 
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7．その他の注意事項等 
 ① トラック上にいる間は、競技者は常に⾃転⾞をしっかりとコントロール下におき、ハンドル(あるいは延⻑部)  
    上に少なくとも⽚⼿を置いていなければならない。これに違反した競技者には警告を与える。(JCF 規則  
    第 63 条 1 項) 
 
 ② 空気抵抗を減じるなど競技者能⼒に影響をあたえるため、または競技者の⾝体を強制するため(圧迫、 
    引張、⽀持)の、付加的な⾐類または物は禁じる。(JCF 規則 第 8 条 6 項) 
 
 ③ 原則としてコミッセールパネルの決定が最終であり、異議申⽴てをする事はできない。(JCF 規則第 38 条) 
 ④ ハンドルバー、並びにアタッチメントバーの全ての端⾯には、バーエンドキャップを装着してください。また、安全 
    の為滑らない様に握りの部分にはバーテープを巻いてください。 
 ⑤ ケイリン、ポイントレース、スクラッチのホルダーについては各チームより出してください。 
 ⑥ 表彰式にはチームユニフォームを着⽤してください。サングラス・帽⼦・サンダル履きは禁⽌です。 
 ⑦ 2019 年度より競技規則が改訂された種⽬もあるため、最新の JCF 競技規則をよく確認のこと。 
    https://jcf.or.jp/wp2012/wpcontent/uploads/downloads/2019/04/a1aac3bef7a94ff3d2ef6900300f89ff.pdf 

 


